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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月26日(2017.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示による演出を実行可能な遊技機であって、
　所定画像の視認性を基準状態よりも低い視認困難状態に変化させる視認困難演出を実行
する視認困難演出実行手段と、
　前記視認困難演出以外の特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　前記視認困難演出の実行期間と前記特定演出の実行期間とが重複している重複期間があ
るときに、当該重複期間中において、前記特定演出による音出力を制限する制限手段とを
備え、
　前記制限手段は、前記重複期間中において、入賞に応じて出力する入賞音の音出力を制
限しない、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　画像表示による演出（変動表示演出、予告演出等）を実行可能な遊技機（パチ
ンコ遊技機１等）であって、
　所定画像（変動表示演出の画像等）の視認性を基準状態よりも低い視認困難状態（ブラ
ックアウト状態等）に変化させる視認困難演出（ブラックアウト演出等）を実行する視認
困難演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図１５のＳ８０１，Ｓ８０
２等）と、
　前記視認困難演出以外の特定演出（ステップアップ予告演出、ＢＧＭ演出等）を実行す
る特定演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図１５のＳ８０１，Ｓ８
０２等）と、
　前記視認困難演出の実行期間と前記特定演出の実行期間とが重複している重複期間（図
２０に示すブラックアウト演出とステップアップ予告演出との重複期間等）があるときに
、当該重複期間中において、前記特定演出による音出力を制限する（図２０（ｄ）のよう
にステップアップ予告音を消音する、図２０（ｅ）のようにＢＧＭ音を最小限音にする等
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。）制限手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図１５のＳ８０１，Ｓ８０２、
図２２のＳ６３６，図２３のＳ６４５等）とを備え、前記制限手段は、前記重複期間中に
おいて、入賞に応じて出力する入賞音（入賞音）の音出力を制限しない（図２０（ｇ））
。


	header
	written-amendment

